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§１．研究成果の概要 

現在および今後の計算機システムのトレンドを踏まえて、低精度・低信頼性演算を活用した数値

計算アルゴリズムの研究開発を実施している。本年度は、昨年度に引き続き、密行列計算および

疎行列計算に対する低精度演算を活用した数値計算アルゴリズムの研究開発に取り組んだ。 
密行列計算に関しては、混合精度型アルゴリズムと関連が深い、応用数理分野の過去の研究

事例を調査し、想定されるアルゴリズムの特徴を整理した。さらに、近い将来想定される計算機シス

テムにおける有効性（計算時間）を検討した結果、特定の固有値や特異値を求めるケースを当面

の研究対象とするのが適当であると判断した。そこで、このようなケースに対して、既存の反復型ア

ルゴリズムに低精度演算を導入し、その影響の初期的検討を行い、低精度演算の活用の可能性

を検証した。 
一方、疎行列計算に関しては、大規模疎行列を係数とする連立一次方程式に対する反復型解

法への低精度演算の導入を進めた。代表的な反復解法の一つであるＧＭＲＥＳ（ｍ）法に関して、

倍精度と単精度を組み合わせた混合精度型アルゴリズムを開発し、その数値的な振る舞い（収束

性や到達可能な解の精度など）を詳細な数値実験により検証し、本手法の有効性を示すことがで

きた。上記の内容に加えて、GMRES(m)法に対して、単精度より低い精度の積極的導入の可能

性を研究した。アルゴリズムの主要部分の精度を様々に変化させ、解法の振る舞い（十分な精度の

解を得られるか、など）を実験により検証した。これまでに得られた実験結果から、半精度やそれ以

下の精度を利用できる可能性が確認されるとともに、アルゴリズムの構成要素ごとに、低精度化の

許容範囲が異なっていることが確認できた。これらの知見を活かして、より効率的な低精度演算を

活用した混合精度型アルゴリズムの開発を進める予定である。 
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